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‘確信と絆で作ろう、希望の未来へ！！ 今日より一歩’
「奉仕を通じて平和を」
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1. 真実かどうか　2.みんなに公平か　3. 好意と友情を深めるか　4.みんなのためになるかどうか

谷野　一彦さん  本日は卓話の機会をいただきありがとうござい
ました。

谷野　一彦さん 卓話の御礼をニコニコに頂きました。
三毛理一朗さん  会員皆様の温かい友情にささえられて、この

クラブに５０年厄介になることが出来ました。
お陰で人生に何事にも代え得られない貴重な
体験の数々をさせて戴きました。その上更に
私の為に期る盛大な祝宴まで、感激でいっぱ
いで、とこしえに脳裏に深く止どまります。真
心をこめて有難く御礼申し上げます。

三毛理一朗さん  会員御一同様より素晴らしく豪華なお花の
数々、私の大好きな胡蝶蘭の大鉢、有名なシャ
ルル・ドゴールを始め大型剣咲の各有名銘柄
のバラを４鉢も、びっくりしました。これは大変、
枯らすことは出来ません。大切に育てますと共
に皆様のお心遣い深く感謝しています。

内畑　瑛造さん  卓話においで頂きました谷野委員長遠い所あ
りがとうございます。

村田　昌之さん  和歌山商工会議所月報１０月号きらり企業訪問
に当社が載りました。

西本　　亨さん  例会長い間休ませていただきありがとうござい
ました。がんばります。

松田　洪毅さん  谷野様よくおいで頂きました。本日のお話よろ
しくお願いします。

岸裏　廣澄さん  谷野一彦さん、本日は大変お忙しいところ卓
話にお越し頂きありがとうございます。

角谷　芳伸さん  三毛さんの入会５０年をお祝いする会に出席で
きなくて申し訳ございませんでした。

島　　公造さん  地区米山記念奨学委員長谷野さん、卓話あり
がとうございます。楽しみにしています。

山本　進三さん 長女の名前「恵子（あやこ）」になりました。
乾　　敦雄さん 谷野様よろしくお願いします。
阪神タイガース応援団一同

出 席 報 告 会員数 ４４名（内出席規定適用免除会員１６名） 　山東　勝彦 出席委員長
皆さん、出席してください。

10月11日（本　日） 29名 80.6％ 9月27日（メーキャップ後） 32名 88.9％ （欠席4名）

本日の累計  100,500円（計11名　14件）〔お誕生日お祝い　143,000円　  皆出席表彰　10,000円　  その他　852,210円　　累計額　1,005,210円〕

ありがとうございました

−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−  島　公造 会長　　会長報告
　皆さんこんにちわ！　今週も土、日、月と三連休、私は一年中動き回ってきた人間ですので「休
みは罪悪だ」ぐらいに今でも思っています。休みが多いと体中が肩こりでふしぶしが痛くなりま
す。こんな時八日、うれしいニュース！　日本人京都大学の「山中伸弥教授」ノーベル賞受賞（生
理学医学賞）すごいですね！　「ｉ・Ｐ・Ｓ細胞」、人間のどの内蔵も皮膚も髪の毛も私には間に
合わないでしょうけど、もう２０年もすれば殆ど自分の細胞から悪くなった臓器を作れると思い

ます。最近悪ニュースばかりの中で日本人としてうれしくも又誇りにも思います。最近日本人が自信を無くして
いたのがこの事により「生命力あふれる日本人に」と私自身に喝を入れる事ができました。

−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−  山本　進三 幹事　　幹事報告
　来々週の１０月２５日（木）は臨時総会となりますので、会員の皆様はご出席いただきますようお
願い致します。
　下記のお知らせ・案内が来ましたので回覧します。
　　・市内９ＲＣ会長･幹事会より
　　　２０１２－１２年度ＪＲ歌山駅前花壇の花苗植え替えご参加のお願い
　　　　１１月１１日（月）　１０：００～１１：００
　　・こばと学園だより１０月号Ｎｏ．４３１

ニ ニコ箱コ

−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−− 地区米山記念奨学委員会委員長　谷野　一彦さん　　卓　　話
　２０１２年１月４日、より公益性の高い事業として認められ内閣府を主務官庁とする、「公益財団
法人ロータリー米山記念奨学会」として移行登記が完了しました。事業内容はかわりませんが、
理事の管理責任が重くなることと、選考に関することに重点がおかれ、より一層の透明性と公平
性がもとめられることとなりました。
　ロータリー米山記念奨学会は、勉学、研究を志して日本に在留している外国人留学生に対し、

日本全国のロータリアンの寄付金を財源として奨学金を支給し、支援する、事業規模と採用数において日本の民
間最大の奨学基金団体です。
　ロータリアンとの交流を通じ、日本人の心を理解してもらい、互いに信頼関係を築き、将来、世界平和の架け
橋となる優秀な人材を育成することを目的としています。
　当２６４０地区は小委員会制（米山選考小委員会・米山学友小委員会・米山寄付増進小委員会）をとり、米山奨
学生に良好な勉学環境を提供しロータリーと米山奨学事業の理念を伝え、また地区内奨学生と世話クラブ・カウ
ンセラーへの支援、およびロータリアンと米山奨学生、学友の交流をより促進する活動をしてまいります。
　さて、選考に関する件ですが、現在、奨学生の選考は指定校推薦制度をとっています。第２６４０地区では、地
区内の資格を有する留学生が在籍するすべての大学・高等専門学校を指定校とし、学校より優秀な学生を推薦し
て頂き、その中から選考しています。
　米山奨学金制度は、将来日本と母国との懸け橋となってくれるような人材を育成することが目的ですので、奨
学生の選考基準は、学業が優秀であることはもちろん、コミュニケーション能力が高く、日本の文化・習慣を学
ぶ意欲があることです。奨学生に認定されてからは、ロータリーの例会への参加はもちろん奉仕活動へも積極的
に参加して頂き、ロータリー精神を理解してもらうようにしています。
　わが地区では、事前に書類審査及び電話による生活状況や電話対応能力の把握をし、日本語の理解度・ロータ
リーの知識度・奉仕活動の意欲度・コミュニケーション能力等を筆記試験し、最後に地区米山委員会と面接官（パ

ストガバナー・ガバナー）による面接を実施し、それらの総合評価により選考しています。なお、選考時の一国
の採用数が５０％を超えないように配慮しています。
　２０１２～２０１３年度の２６４０地区での奨学生採用数は２６名で、その内継続学生は３名、新規採用数は２３名となっ
ています。今後もより良い奨学生選考を考えていきたいと考えておりますので、ご理解ご協力を宜しくお願いい
たします。
　続きまして、学友委員会が米山学友の社会貢献活動の一環として、９月２０・２１日の両日に世界遺産である熊
野古道の修復ボランティアに、今年度奨学生と学友会メンバーで参加してまいりました。この熊野古道は悠久の
時空を超え万人が思いを刻み、聖地を結ぶ祈りの道、日本の心の伝承であります。その長い長い道のりのほんの
一部ではありますが、修復作業をお手伝いできたことは、参加した学生にとって、自分自身の存在の意味を大き
く感じるよい機会となり、日本文化に直に触れ、より日本を深く理解することができたことでしょう。この活動
の企画段階より紀南地方の多くのクラブ・ロータリアンの皆様に携わっていただき、また、多大なるご協力を賜
り、とても有意義な活動となりましたこと、厚く御礼申し上げます。
　さて、先般より、近隣諸国との領土問題により、悪化している国際事情ではありますが、二度と戦争の悲劇を
繰り返さないために世界平和を願って設立された米山事業の使命、理念を鑑み、この様な状況であるからこそ、
将来、日本と世界とを結ぶ「懸け橋」となって国際社会で活躍し、ロータリー運動のよき理解者となる人材を育
成していくことが、ロータリーが目指す「平和と国際理解への推進」そのものであることをご理解いただきたい
と存じます。
　今後とも米山記念奨学事業に対し、ご支援、ご協力を賜りますようお願い申し上げます。

●卓話「労働トラブルから大事な‘会社’を守るための対策」
社会保険労務事務所「トラヴェシア」平松　利麻さん

●お誕生日お祝い
堀岡　忠男さん １０月１４日 伊藤　裕通さん １０月２０日
笹島　良雄さん １０月２１日 村田　昌之さん １０月２９日
寺下　浩彰さん １０月３１日

●ピアノ演奏� 中井　利枝さん
昔聞いた歌（Ｊｕｌｅ　Ｓｌｙｎｅ）
イッツ・オンリー・ア・ペーパー・ムーン（Ｈａｒｏｌｄ　Ａｒｌｅｎ）

●臨時総会「次々期会長、次期副会長、次期理事選出方法」

●クラブフォーラム「米山記念奨学会」
●卓話� ２６４０地区米山記念奨学委員長　谷野　一彦さん
●ロータリーソング� 山東　勝彦 ソング委員長
「四つのテスト」
●ビジター紹介� 樫畑　友洋 親睦委員長
和歌山Ｒ．Ｃ．　海瀬亀太郎さん

本日の例会� 10月18日（木） 次回の例会� 10月25日（木）

前回の例会� 10月11日（木）

  9月30日（日）　大阪千代田Ｒ.Ｃ.　松田 洪毅　10月10日（水）　和歌山東南Ｒ.Ｃ.　黒田 純一、瀧川 嘉彦、松田 弘治
10月12日（金）　和歌山中Ｒ.Ｃ.　角谷 芳伸、黒田 純一、山東 勝彦、野田 真司、堀岡 忠男、山野 武彦、吉田 篤生

メイキャップ情報  （敬称略）


